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外来・入院患者の推移

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度
外来 68,833 63,152 47,676 43,724 33,899 26,189 21,891 
入院 18,348 15,467 20,110 14,570 13,763 6,544 3,273 
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注）19年度は2月末まで
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（人）

水

口

市

民

病

院

は

４

月

か

ら
、

水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
と
名
称
を
改
め
、

診
療
所
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト

水
口
医
療
セ
ン
タ
ー

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
医
療
の
拠

点
と
し
て
市
民
病
院
存
続
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市

と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講

じ
な
が
ら
、
存
続
に
向
け
て
対

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
常

勤
医
師
を
確
保
で
き
ず
病
院
と

し
て
の
医
療
の
提
供
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
や
む
な
く
診

療
所
と
す
る
も
の
で
す
。
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地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て

　

水
口
市
民
病
院
は
貴
生
川
町

立
国
保
直
営
診
療
所
と
し
て
昭

和
22
年
に
開
設
さ
れ
、
以
降
貴

生
川
病
院
、
水
口
市
民
病
院
へ

と
改
称
、
病
棟
を
増
築
す
る
な

ど
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
拠

点
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

医
師
不
足
年
々
深
刻
に

　

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
成

８
年
に
は
常
勤
医
師
９
人
の
体
制

で
一
般
病
床
1
1
0
床
を
持
ち
、

中
核
病
院
と
し
て
患
者
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
医
師
の
退
職
に
よ
り
平
成
14

年
９
月
に
産
科
を
廃
止
、
平
成
17

年
４
月
に
は
常
勤
医
師
が
４
人
と

な
り
、
徐
々
に
医
師
の
確
保
が
難

し
く
な
り
始
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
18
年
６
月
に
は
、
常
勤

医
師
が
２
名
と
な
り
、
救
急
指
定

病
院
を
辞
退
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
の
背
景
に
は
、

国
が
平
成
16
年
か
ら
医
師
の
新
医

師
臨
床
研
修
制
度
を
導
入
し
た
こ

と
に
あ
り
、
全
国
的
に
地
方
の
大

学
病
院
か
ら
都
市
部
の
民
間
病
院

に
医
師
が
集
中
し
、
結
果
、
地
方

の
大
学
医
局
の
医
師
派
遣
機
能
が

低
下
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
当
病
院
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、国
立
滋
賀
病
院（
東

近
江
市
）
な
ど
県
内
の
国
公
立
病

院
を
は
じ
め
、
全
国
的
に
規
模
の

縮
小
や
救
急
医
療
の
休
止
が
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
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●水口医療センター　TEL62-3346　FAX63-1728
診療科・曜日 月 火 水 木 金 土

午前

内　　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
小  児  科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
外　　科 ○ ― ― ― ○ ―
整形外科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
婦  人  科 ― ― ○ ― ― ―

午後
内　　科 ― ― ○（糖尿病教室） ― ― ―
小  児  科 ― ― ― ― ○（心臓病予約） ―

診 療 科 受付時間 診療時間 休診日
内科・小児科・外科・整形外科・
婦人科・リハビリテーション科

午前８時～12時
（土曜日は11時30分まで） 午前９時～ 日曜日・祝日

・年末年始
内科（循環器、月・木） 午前８時～11時30分

市立病院外来診療案内（平成20年４月～）
　受付時には、保険証、診察券を必ずご提示ください。外来診療の臨時休診については、随時ご確認ください。
　○印は診察します。

●信楽中央病院　TEL82-0249　FAX82-3060
診療科・曜日 月 火 水 木 金 土

午前

総合診療
外 来・内
科・外科・
小児科

①診察室 ○ ○ ― ○ ○
○

（第２、第４土
曜日は休診）

②診察室 ― ○ ○ ○ ○
③診察室 ○ ○ ○ ― ○
⑤診察室 ○ ― ○ ○ ○

午後
循環器系内科 ○

眼　　科 ○
整形外科 ○

診 療 科 受付時間 診療時間 休診日
総合診療外来・内科・外科・
小児科 午前８時～11時30分 　 午前９時～

第２、第４土曜日
日曜日・祝日・年末年始循環器系内科 午後０時30分～ ３時 　 午後１時30分～

眼　　　科 午後０時30分～ ３時 　 午後１時30分～
整 形  外 科 午後１時～３時 　 午後２時30分～

出　張　診　療
診 療 所 名 診療日 受付時間 診療時間

多　羅　尾　出張診療所 月
午後２時～３時 　 午後２時～朝　　　宮　出張診療所 水

田　　　代　出張診療所 木（隔週）
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医
師
確
保
に
向
け
て

　

医
師
の
減
少
は
病
院
経
営
に
も

悪
循
環
を
及
ぼ
し
、
平
成
17
年
度

か
ら
市
立
病
院
の
医
師
確
保
と
経

営
改
善
を
強
力
に
進
め
ま
し
た
。

　

病
院
経
営
を
健
全
化
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
医
師
派
遣
を
受
け

て
い
た
滋
賀
医
大
を
中
心
に
、
地

域
医
療
の
必
要
性
・
重
要
性
を
訴

え
、
常
勤
医
師
の
派
遣
要
請
を
行

う
と
と
も
に
、
県
の
担
当
部
署
に

対
し
て
も
医
師
確
保
へ
の
支
援
を

要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
勤
医
師
の
み
な
ら
ず

外
来
診
療
を
担
当
す
る
非
常
勤
医

師
や
、
病
院
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
必
ず
必
要
な
当
直
医
師
の
確

保
に
つ
い
て
も
、
県
健
康
福
祉
部

や
滋
賀
医
大
に
対
し
て
派
遣
要
請

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も

小
児
科
は
、
毎
日
診
察
が
で
き
る

よ
う
に
折
衝
を
重
ね
、
現
在
も
週

６
日
の
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
科
も
、
民
間
の
産
婦

人
科
医
院
か
ら
、
週
１
日
の
派
遣

を
受
け
、診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
当
直
医
師
に
つ
い
て
も
院

長
や
病
院
関
係
職
員
、
市
長
自
ら

が
懸
命
の
努
力
を
払
い
、
こ
う
し

た
体
制
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
医
師
臨
床
研
修
制

度
に
よ
る
慢
性
化
し
た
医
師
不
足

に
よ
っ
て
、
退
職
医
師
の
補
充
を

行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
４
月
か
ら

常
勤
医
師
は
院
長
１
名
と
な
る
こ

と
が
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
非
常
勤
医

師
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
も
、
入

院
患
者
さ
ん
に
対
す
る
医
療
を
万

全
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
入
院
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
ご
家
族
に

と
っ
て
も
不
安
な
も
の
に
な
る
こ

と
か
ら
、
病
院
と
し
て
の
条
件
を

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
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安
心
・
安
全
な
医
療
を

　
　
　

提
供
す
る
た
め
に

〜
今
後
の
診
療
体
制
〜

　

４
月
か
ら
名
称
を
「
水
口
医
療

セ
ン
タ
ー
」
と
改
め
、
介
護
療
養

病
床
19
床
を
有
す
る
有
床
診
療
所

と
な
り
、
一
般
病
床
60
床
の
入
院

患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
来
診
療
は
、
引
き

続
き
医
師
の
確
保
に
努
め
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
、
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

整
形
外
科
、
婦
人
科
で
診
察
を
行

い
、
入
院
治
療
が
必
要
な
場
合
に

は
、近
隣
病
院
と
の
連
携
に
よ
り
、

他
の
病
院
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
療
養
病
床
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
度
開
設
以
来
、
高
い

病
床
利
用
率
が
続
い
て
お
り
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
利
用
も
多
い

こ
と
か
ら
、
病
床
数
は
26
床
か
ら

19
床
に
減
少
し
ま
す
が
、
病
院
時

と
変
わ
ら
ず
に
運
営
し
ま
す
。

　

水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ

か
ら
も
近
隣
医
療
機
関
と
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
市
民
皆
さ
ん
の

身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
、
信
頼

を
高
め
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
策

定
を
進
め
て
い
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
は
、
利
用
者
で
あ
る
市
民
皆

さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

経
営
改
善
を
盛
り
込
み
、
持
続
可

能
な
地
域
医
療
施
設
を
め
ざ
し
、

具
体
策
を
位
置
づ
け
て
い
き
ま

す
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
◎
水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
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さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

　

一
度
に
多
く
の
人
を
運
び
、
定
時
性
や
安
全

性
に
優
れ
る
鉄
道
や
バ
ス
は
主
要
な
公
共
交
通

機
関
で
す
。

　

近
年
、
地
球
環
境
の
保
全
や
高
齢
社
会
へ
の

対
応
な
ど
の
面
か
ら
も
公
共
交
通
機
関
の
重
要

性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
J
R
草
津
線
は
、
甲
賀
市
を
走
る
主
要

な
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
ま
ち
の
様
々
な
活

動
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
J
R
草
津

線
は
単
線
で
あ
り
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
も
含
め
時
間

当
た
り
の
列
車
本
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

J
R
草
津
線
の
複
線
化
は
列
車
本
数
の
増
加

や
、
利
用
者
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
よ
り
細
か
い

ダ
イ
ヤ
が
期
待
で
き
、
沿
線
地
域
に
お
け
る
産

業
振
興
や
観
光
開
発
を
は
じ
め
、
経
済
・
文
化

の
活
性
化
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
動
脈

と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
J
R
草
津
線
複

線
化
の
実
現
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
か
ら
エ
リ
ア
へ

　

通
勤
、
通
学
を
は
じ
め
、
毎
日
多
く
の
人

が
集
ま
る
駅
の
周
辺
地
域
は
、
商
業
や
住
宅

な
ど
、
多
く
の
生
活
の
場
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
は
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
重
要
な
エ
リ
ア
と
位
置
づ
け
、

イ
ン
フ
ラ
（
社
会
的
基
盤
）
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

杣
の
六
角
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
市
街
地
へ

〜
寺
庄
駅
周
辺
地
区
〜

　

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
寺

庄
六
角
堂
周
辺
地
区
。　
　

　

来
春
、
新
名
神
甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
開
通
し
、
ま
た
、
甲
南
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ

ー
ク
へ
企
業
立
地
が
進
み
、
生
活
基
盤
と
し

て
都
市
的
魅
力
や
賑
わ
い
の
再
生
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
駅
を
中
心
と
し
た
交
通

網
の
整
備
、
誰
も
が
集
い
安
ら
げ
る
交
流
の

場
づ
く
り
、
暮
ら
し
を
支
え
る
安
全
で
快
適

な
基
盤
整
備
を
目
的
に
、
周
辺
道
路
整
備
の

他
、
土
地
区
画
整
理
や
公
園
の
整
備
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

年
次
的
に
駅
舎
の
改
築
に
も
着
手
す
る
予
定

写真㊤　周辺の基幹道路となる寺庄稗谷線
写真㊦　事業が進む土地区画整理

　鉄道、バスをはじめとする公共交通機関は、誰もが安全・安心に利
用できる市民の足として、都市における様々な活動を支えているほか、
地域の活性化やまちづくりを進める上で大きな役割を果たしています。
　市では、このような鉄道を軸としたまちづくりを進めています。
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で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
単
な
る
道
路
が
集
ま
る
駅

で
な
く
、
地
域
に
根
ざ
し
て
人
が
集
い
、
出

会
い
、
交
流
す
る
安
全
・
安
心
・
快
適
な
駅

と
ま
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
域
を
つ
な
ぎ
、
く
ら
し

の
ま
ち
づ
く
り
を

〜
甲
賀
駅
周
辺
地
区
〜

　

薬
や
忍
者
に
代
表
さ
れ
る
地
場
産
業
や
歴

史
・
文
化
資
源
が
並
ぶ
甲
賀
駅
周
辺
地
区
。

　

以
前
は
、
駅
が
南
北
地
区
を
分
断
す
る
か

た
ち
と
な
り
、
ま
ち
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

が
十
分
発
揮
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
17
年
度
、
地
域
を
連
携
し
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
、
だ
れ
も
が
使
え

　

こ
の
た
め
、
周
辺
で
は
道
路
渋
滞
の
緩
和

の
た
め
、
道
路
右
折
だ
ま
り
や
南
広
場
の
整

備
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
を
最
寄
り
駅
近
く
の
駐
車

場
に
停
め
、
公
共
交
通
に
乗
り
換
え
て
目
的

地
へ
出
か
け
る
「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
」
を
進

め
る
た
め
、
24
時
間
利
用
可
能
な
駐
車
場
を

整
備
す
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
駅
で
あ
る

た
め
の
周
辺
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

便
利
が
便
利
を
生
む

　

市
で
は
、
事
業
者
と
一
体
と
な
り
、
鉄
道

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上
を

図
り
、
誰
も
が
移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

利
便
性
の
向
上
は
、
利
用
者
の
増
大
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
J
R
草
津
線

複
線
化
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ら
な
る
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

る
や
さ
し
い
駅
へ
、
駅
南
北
を
つ
な
ぐ
自
由

通
路
を
配
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
橋
上
駅
を

整
備
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
周
辺
の
道
路
整

備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

駅
周
辺
地
域
で
は
、
住
民
主
体
の
地
域
活

動
が
盛
ん
で
、
駅
舎
整
備
を
経
て
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
機
運
、
団
結
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
最
大
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
、さ
ら
に
使
い
や
す
く

〜
貴
生
川
駅
周
辺
地
区
〜

　

信
楽
高
原
鐵
道
、
近
江
鉄
道
の
発
着
点
で

も
あ
り
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
巡

回
す
る
J
R
貴
生
川
駅
は
、
通
勤
、
通
学
、

買
い
物
な
ど
に
多
く
の
人
が
利
用
す
る
こ
と

か
ら
、
ピ
ー
ク
時
に
利
用
者
に
と
っ
て
、
利

用
し
や
す
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

n

甲賀駅　北口

n

広く空間をとった甲賀駅南北をつなぐ自由通路

n

甲賀支所周辺の道路整備

n

国道307号右折だまり

n

市営駐車場が隣接する貴生川駅南口

n寺庄駅北側の市道整備
広報あいこうか 2008.4.1�



メーター
口径及び
用途

基本料金
（２か月あたり）

超過料金
（２か月あたり
　　　1㎥につき）水量（㎥）料金（円）

13㎜
20㎥まで

2,541・20㎥以下の水量
　　　　168円

・20㎥を超え、
 40㎥以下の水量
　　　　　189円

・40㎥を超え、
 100㎥以下の水量
　　　　　210円

・100㎥を超え、
 200㎥以下の水量
　　　　　231円

・200㎥を超える
 水量

　　252円

20㎜ 6,237

25㎜ 9,702

30㎜ 13,860

40㎜ 25,410

50㎜ 39,270

75㎜ 87,780

100㎜ 154,770

150㎜ 351,120

200㎜ 614,460

公共用
（非住宅用）10㎥まで 1,270

臨時用 該当口径
の２倍 252円

◎水道料金表 （消費税込み） 

　

４
月
請
求
分
か
ら
水
道
料
金
を
改
定
し
ま

す
。
現
行
料
金
か
ら
基
本
料
金
で
10
％
、
超

過
料
金
で
１
㎥
に
つ
き
一
律
20
円
の
値
上
げ

と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
合
併
時
の
急
激
な
値

上
げ
に
よ
る
ご
利
用
者
の
負
担
を
避
け
る
た

め
、
本
来
の
水
道
料
金
よ
り
低
く
抑
え
、
そ

の
た
め
に
生
じ
る
不
足
分
に
つ
い
て
は
一
般

会
計
か
ら
補
て
ん
し
な
が
ら
運
営
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
30
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
水

水
道
事
業
の

経
営
健
全
化
め
ざ
し

水
道
料
金
を
改
定

問い合わせ　上水道業務課
　　　　　　☎86-8014 ＦＡＸ86-8032

道
事
業
は
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
は
施
設
の
統
合
や
各
地
域
を
結
ぶ
連
結

管
な
ど
本
格
的
な
施
設
改
修
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
改
定
は
、
水
道
事
業
会
計
を
企
業

会
計
の
本
来
の
姿
で
あ
る
独
立
採
算
制
に
戻

し
、
施
設
改
修
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る

な
ど
経
営
改
善
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

改
定
後
の
料
金
が
適
用
さ
れ
る
４
月
請
求

分
と
は
、
平
成
20
年
２
月
と
３
月
に
使
用
さ

れ
た
分
で
、
３
月
に
検
針
し
た
数
値
よ
り
算

定
し
ま
す
。
改
定
後
の
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
料
金
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、本
紙
昨
年
12
月
１
日
号
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
計
算
例
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
改

定
は
、
水
道
料
金
の
み
で
、
下
水
道
料
金
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

　

税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
介
護
保
険
料
が
大
幅
に
上

昇
す
る
方
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
保
険
料
の
激
変
緩
和

措
置
を
平
成
18
年
度
と
19
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も

継
続
し
ま
す
。
激
変
緩
和
措
置
の
率
は
19
年
度
と
同
率

と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
額
等
は
、
７
月
に
実
施
す
る
20
年
度
介
護
保

険
料
の
本
算
定
の
際
に
、
改
め
て
本
紙
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　４月から、妊婦一般
健康診査受診票が変わ
ります。平成19年度交
付の受診票は使えなく
なります。平成20年３
月末までに母子健康手
帳の交付を受けられ妊
娠を継続されている方
は市内保健センターに
お越しください。

問
い
合
わ
せ

保
健
介
護
課　

介
護
保
険
担
当

☎
６
５
─

０
６
９
８

ＦＡＸ
６
３
─

４
０
８
５

平
成
20
年
度
介
護
保
険
料

激
変
緩
和
措
置
を
継
続

問い合わせ
各保健センター
水口　☎62-5336
　　　ＦＡＸ62-5418
土山　☎66-1105
　　　ＦＡＸ66-1564
甲賀　☎88-6556
　　　ＦＡＸ88-6557
甲南　☎86-5934
　　　ＦＡＸ86-5974
信楽　☎82-3113
　　　ＦＡＸ82-3138

４月から新しく
妊婦健康診査の受診票

甲賀市長選挙
期日決まる

●選挙の期日（投票日）　平成20年10月26日（日）
●選挙の告示日　　　　平成20年10月19日（日）
問…選挙管理委員会事務局　265-0667　563-4554

平成20年10月30日任期満了の甲賀市長選挙の期日が決まりました。
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４月１日から開始 後期高齢者医療制度
届いていますか？新しい保険証

窓口での自己負担割合は変わりません

健康保険等の被扶養者だった方

これまで加入していた保険や条件によって保険料の納め方が異なります

　後期高齢者医療制度の対象となる75歳以上の全ての方と65歳以上で一定の障がいのある方（広域連合の認定
を受けた方）は、４月１日から保険証がかわります。
　病院などで受診されるときは、必ず後期高齢者医療の保険証を窓口に持参してください。

※平成20年４月１日以降に75歳の誕生日を迎える方には、
75歳の誕生日までに保険証を郵送します。

　　○カードサイズのものになります。
　　○おひとりに１枚の保険証をお渡しします。
　　○今までの保険証は使えません。

　病院等の窓口での自己負担割合は、今までと同様、かかった費用の１割(現役並み所得者は３割)です。
　医療費が高額になったときの高額療養費や、入院したときの食事代なども、今までと同様の給付を受けてい
ただけます。

国民健康保険に加入していた方

健康保険の被保険者本人だった方

<納め方>

<納め方>

平成20年３月分までは 平成20年４月分からは

平成20年３月分までは 平成20年４月分からは

○原則として年金から天引きさせていただきます。

○年金が年額18万円未満の方等は、納付書等により
　７月～３月の毎月納めていただきます。

国民健康保険の
保険料を納めます

社会保険等の
保険料を納めます　

後期高齢者医療制度
の保険料を納めます

後期高齢者医療制度
の保険料を納めます

○原則として７～９月は納付書等で、10～２月は毎
回年金から天引きさせていただきます。

○年金が年額18万円未満の方等は、10月以降も納付
書等により毎月納めていただきます。

被保険者になった月から２年間は、均等割が５割軽減されます。(所得割額は課されません。)
平成20年度は次のような特別措置があります。

後期高齢者医療制度はみんなで支えあう制度です。保険料は大切な財源ですので、必ず納めましょう。
問い合わせ　保険年金課　後期高齢者医療係　☎65-0689　℻63-4618　　　　　　滋賀県後期高齢者医療広域連合　☎077-522-3013　℻077-522-3023

所得割額

４月から９月まで
均等割額の負担は０

平成20年４月 20年10月 21年４月 22年４月

22年３月まで
均等割額の50％を負担

均等割額

後期高齢者医
療被保険者証

有効期限

平成２１年７
月３１日

被保険者番号
１２３４５６

７８

住所 市京町四丁目
３番２８号

氏名 広域 花子
性別 女

生年月日 昭和 ２年１月２２
日資格取得年

月日 平成２０年４
月１日

発効期日 平成２０年４
月１日 交付年月日

平成２０年４
月１日

一部負担金の
割合

１割

保険者番号

保険者名
滋賀県後期高

齢者医療広域
連合３ ９ ２ ５ × × × ×

後期高齢者医療被保険者証 有効期限
平成２１年７月３１日

被保険者番号 １２３４５６７８
住所 市京町四丁目３番２８号

氏名 広域 花子 性別 女

生年月日 昭和 ２年１月２２日資格取得年月日 平成２０年４月１日
発効期日 平成２０年４月１日 交付年月日 平成２０年４月１日
一部負担金の割合 １割
保険者番号
保険者名 滋賀県後期高齢者医療広域連合

３ ９ ２ ５ × × × ×

2年間所得割額は課されません（０円）

年金天引き

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

納付書等で納付 年金天引き

７月 ８月 ９月 10月 12月 ２月

10月から21年３月まで
均等割額の10％のみを負担
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カメラ3
カメラ2

グラウンド

プール

綾
野
天
満
宮 綾野小学校

カメラ1

防犯カメラを設置
‥‥‥‥水口町綾野地先‥‥‥

　市では、犯罪を防止するため、水口
町綾野地先に３月、道路等の公共空間
を撮影する防犯カメラ３台をモデル設
置しました。　
　なお、撮影された画像については、
プライバシーに充分配慮した管理を行
います。

　

こ
の
制
度
は
、
市
内
に

在
住
す
る
方
で
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
就
学
が
難

し
い
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
、
義
務
教
育
を
円
滑
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
学
校
給
食
費
・
学

用
品
費
等
教
育
費
の
一
部

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

●
要
保
護
児
童
生
徒

　

生
活
保
護
法
に
よ
る
扶

助
を
受
け
て
い
る
世
帯
の

児
童
生
徒

●
準
要
保
護
児
童
生
徒

　

生
活
に
困
窮
し
、
就
学

が
困
難
な
状
況
の
世
帯
に

い
る
児
童
生
徒
で
、
教

育
委
員
会
が
認
定
し
た
者

（
所
得
な
ど
の
一
定
の
基

準
が
あ
り
ま
す
）

＊�

要
保
護
・
準
要
保
護
の
両

方
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

援
助
を
受
け
る
に
は
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
は
原
則
４
月
末
日

（
た
だ
し
、
新
た
に
小
学

校
へ
入
学
さ
れ
る
場
合
は

５
月
末
日
）
ま
で
に
就
学

さ
れ
て
い
る
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
就
学
さ
れ
て

い
る
学
校
又
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

　

生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推

進
に
向
け
、
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

（
宇う

留る

野の

可か

澄ず
み

委
員
長
）
が
市
教
育
委
員

会
に
「
学
び
の
活
性
化
と
そ
の
成
果
を
生

か
す
た
め
に
」
と
題
し
て
提
言
を
ま
と
め
、

２
月
25
日
に
宮
木
教
育
長
に
提
言
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
提
言
は
、
同
会
議
が
平
成
18
・

19
年
度
の
２
か
年
に
わ
た
り
調
査
研
究
を

進
め
て
き
た
も
の
で
、
平
成
18
年
３
月
の

第
１
次
の
提
言
か
ら
数
え
、
２
回
目
と
な

る
も
の
で
す
。

　

提
言
で
は
、
公
民
館
の
運
営
・
整
備
の

充
実
と
活
性
化
、
さ
ら
に
は
教
育
人
材
バ

ン
ク
の
運
用
と
活
用
を
調
査
研
究
課
題
と

し
て
分
析
と
考
察
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
見

え
る
課
題
や
問
題
点
を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
改
善
策
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
提
言
を

受
け
、
よ
り
効
果
的
な
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

n

�

提
言
書
を
手
渡
す
宇
留
野

委
員
長
（
右
）
と
高
橋
副

委
員
長
（
中
央
）

学
び
の
活
性
化
と

　
　

そ
の
成
果
を
生
か
す
た
め
に

〜
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議
が
提
言
〜

要
保
護
及
び

準
要
保
護
児
童
生
徒

就
学
援
助
制
度

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課 

学
務
管
理
係

　
　

☎
８
６
─

8
0
1
9

　
　

ＦＡＸ
８
６
─

8
3
8
0

ご利用ください

問い合わせ
生活環境課　生活交通担当
☎65-0686　ＦＡＸ63-4582
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　昨年は、区・自治会をはじ
め市内企業、保育園、幼稚園、
小・中学校などのご協力によ
り、36,459名もの方が市内で15
分以上の運動をしていただきま
した。その結果、参加率38.1％
で銀メダルを獲得しました。
　市では、年齢や性別を問わず
誰もが気軽に参加し、「住民の

健康づくり」や「地域・職場の
活性化」のきっかけづくりのた
め住民参加型スポーツイベント

『チャレンジデー』に取り組み、
今年こそは参加率50％で金メダ
ルをめざします。
　開催日は、平日ですが、地域・
学校・職場・自宅など市内であ
れば場所は問わず、午前０時か
ら午後９時までの間に何らかの
運動やスポーツを15分以上継続
して行い報告するだけです。
　詳しくは、本紙５月15日号に
掲載します。

『甲賀市が元気な日』

こうかチャレンジデー2008　４回目のエントリー

５月28日水開催

問い合わせ 生涯スポーツ課　　　　　 スポーツ振興係
　☎86-8023　ＦＡＸ86-8380

n

�できることから気軽に参加を
（写真は昨年のチャレンジデ
ー：森尻区の健康体操）

　

消
防
団
員
と
し
て
永
年
勤
続
し
、
勤
務

成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ

る
永
年
勤
続
功
労
章
を
、
甲
賀
市
消
防
団

甲
賀
方
面
隊
長
の
葊ひ

ろ

岡お
か

希き

代よ

次つ
ぐ

氏
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　

表
彰
式
は
３
月
７
日
、
東
京
の
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
自
治
体
消
防
制
度
60

周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
他
の
消
防
団
員
の
模
範
と
し
て
、

消
防
団
活
動
に
励
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
戸
籍
の
届
出
や
住

民
異
動
届
を
さ
れ
る
と
き
、
ま

た
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
謄
抄

本
な
ど
の
各
種
証
明
書
を
請
求

さ
れ
る
と
き
に
は
、
本
人
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
本
人
な
り
す
ま

し
に
よ
る
不
正
な
手
続
き
を
防

止
す
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
全

国
的
に
広
ま
る
な
か
、
こ
の
ほ

ど
戸
籍
法
、
住
民
基
本
台
帳
法

が
改
正
さ
れ
５
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
法
律

に
よ
り
必
ず
本
人
確
認
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

❖
本
人
確
認
書
類
は

　

次
の
も
の
を
ご
提
示
願
い

ま
す

①�

各
種
証
明
書
を
請
求
さ

れ
る
と
き

　

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
・
外
国
人
登
録
証
明
書

な
ど
の
国
又
は
地
方
公
共
団
体

の
機
関
が
発
行
し
た
写
真
付
き

の
も
の
を
原
則
と
し
ま
す
。

●
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
、
健
康
保
険
証
・
年
金
手

帳
・
年
金
証
書
・
介
護
保
険
証

な
ど
２
点
を
ご
提
示
願
い
ま

す
。

②
各
種
届
出
を
さ
れ
る
と
き

　

①
で
述
べ
た
写
真
付
き
の
も

の
を
原
則
と
し
ま
す
。

●
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
後

日
、
本
人
あ
て
に
届
出
が
あ
っ

た
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。

❖
本
人
確
認
書
類
と
し
て

　
　
『
住
民
基
本
台
帳

　
　
　
　
　

カ
ー
ド
』を

　

写
真
付
き
の
証
明
書
類
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
が
お
勧
め
で
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
転
入
転
出

の
手
続
き
や
住
所
地
以
外
の
市

区
町
村
で
の
住
民
票
交
付
な
ど

に
便
利
で
、
手
数
料
は
5
0
0

円
で
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
は
市
民

課
、
ま
た
は
お
近
く
の
支
所
で

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章
受
章

甲
賀
方
面
隊
長

葊
岡　

希
代
次
氏

５月１日改正法施行に伴う
本人確認にご協力ください

問
い
合
わ
せ

市
民
課  

戸
籍
住
民
担
当

      

☎
６
５
─

０
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８
３

      

ＦＡＸ
６
５
─

６
３
３
８

甲賀市VS大村市（長崎県）

─戸籍法・住民基本台帳法─
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さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
自
ら
の
課
題
と
し
、

地
域
の
人
権
意
識
を
高
め
よ
う
と
２
月
24
日
、
忍

の
里
プ
ラ
ラ
で
「
人
権
尊
重
を
め
ざ
す
市
民
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
つ
ど
い
は
、
音
楽
を
通
じ
て
人
権
意
識

を
高
め
よ
う
と
開
催
さ
れ
、
大
阪
や
三
重
で
人
権

審
議
会
委
員
を
務
め
る
松ま

つ

本も
と

城し

ず

お

洲
夫
さ
ん
の
お
話

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
サ
ビ
ー
ナ
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
2
0
0
名
の
方
が
参
加
、
中
嶋
市

長
も
開
会
式
で
「
甲
賀
市
が
人
間
愛
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
根
づ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
い
さ
つ
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
人
間
愛
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

音
楽
を
通
し
て

人
権
尊
重
の
ハ
ー
ト
を
見
つ
け
よ
う

〜
人
権
尊
重
を
め
ざ
す
市
民
の
つ
ど
い
〜

n

�

松
本
さ
ん
（
左
）
と

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
サ

ビ
ー
ナ
の
皆
さ
ん

　第３回甲賀市美術展が３月１日から９日まであいこうか市民ホー
ルと碧水ホールで開催され、力作を見ようと多くの人が訪れました。
　立体、書、写真、工芸、平面の５部門に、市内外から248点の応募
があり、審査により入選した232作品が展示されました。
各部門の甲賀市長賞は次のとおりです。（敬称略）
　　　　●立体　山

や ま ぎ わ

際　博
ひ ろ か ず

一「春の音」
　　　　● 書 　村

む ら

尾
お

　弘
ひ ろ

美
み

「漢詩句」
　　　　●写真　村

む ら か み

上　重
し げ と し

利「逝く春」
　　　　●工芸　洞

ほ ら

　　勇
は や

同
と

「麦秋」
　　　　●平面　池

い け も と

本たまき「春の訪れ」

　また、２日に開催され
たワークショップ「自然の
素材で作ろう!!」には、16
人の親子が参加しました。
立体部門の実行委員の指
導のもと、木の枝や石な
どを使って、家や恐竜な
ど個性的な作品が出来あ
がりました。

市内外から力作
第３回甲賀市美術展

n

数多くの力作が並んだ甲賀市美術展

　市内の小中学校で卒業式が行われ、
小学校では973名の児童が、中学校では、
979名の生徒が、喜びと寂しさを胸にそ
れぞれの学び舎を巣立ちました。
　新しい一歩を踏み出す子どもたちは、
明日の甲賀市を担う地域の宝物であり、
かけがえのない財産です。卒業生の皆
さんは、この日の気持ちを忘れること
なく、これからも飛躍を遂げる甲賀の
地で、健やかにそして元気に育ってく
れることでしょう。

　鮎河小学校の新１年生が３月８日、
土山町大河原の野洲川河川敷で入学記
念植樹を行いました。（表紙写真）
植樹は、同校で毎年入学前に行われて
いる伝統行事で、これまで子どもたち
の植えた木が川沿いに並んでいます。

「毎年花を咲かせ何百年も生き続ける
木です。しっかり植えてください」と
いう校長先生のお話の後、保護者や
PTA役員、地域の方に手助けしても
らいながら各自１本ずつサクラの木を
植えました。最後に自分の名前を書い
たプレートをつけ完成。
　今年の１年生は全員で５名、その元
気な声が学校に響くのも間もなくです。

喜びと寂しさ胸に
～市内小中学校で卒業式～

n

城
山
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式

新入生が桜を植樹
～鮎河小学校～
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13

孫
の
代
ま
で

　

伝
え
た
い
郷
土
料
理

　
　
　
　
「
宇
川
ず
し
」

石い
し
か
わ川
富ふ

み

よ

美
代
さ
ん（
水
口
町
宇
川
）

地域で活躍されている元気な方
を紹介するコーナーです。

　

水
口
の
宇
川
地
区
に
伝
わ
る

「
宇
川
ず
し
」
は
4
月
25
日
の

宇
川
天
満
宮
の
お
祭
り
の
食
卓

を
彩
る
郷
土
料
理
。
石
川
富
美

代
さ
ん
は
、
嫁
い
で
か
ら
30
年

以
上
、
毎
年
か
か
さ
ず
宇
川
ず

し
を
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

各
家
庭
に
は
代
々
伝
わ
る
木

箱
が
あ
り
、
お
祭
り
に
は
、
早

朝
か
ら
作
り
始
め
る
と
い
い
ま

す
。
ま
ず
、
木
箱
に
竹
の
皮
を

敷
い
て
、
す
し
飯
を
薄
く
な
ら

し
ま
す
。
次
に
タ
ケ
ノ
コ
・
シ

イ
タ
ケ
・
塩
ブ
リ
な
ど
の
具
を

重
な
ら
な
い
よ
う
に
並
べ
ま
す
。

そ
の
上
に
水
口
の
特
産
で
あ
る

カ
ン
ピ
ョ
ウ
を
ま
ぶ
し
乾
燥
ゆ

ば
を
振
り
掛
け
て
1
段
の
で
き

あ
が
り
。
石
川
さ
ん
の
木
箱
で

は
一
度
に
6
段
ま
で
作
れ
る
そ

う
で
す
。

　

す
し
作
り
に
か
か
せ
な
い
竹

の
皮
は
、
92
歳
に
な
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
夏
の
間
に
庭
で
拾
っ

た
も
の
。
家
族
ぐ
る
み
で
伝
統

の
味
を
守
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
「
毎
年
多
め
に
作
り
、
親
戚

や
友
人
、
作
り
方
を
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
る
全
国
の
方
に
送

り
ま
す
。
酢
め
し
な
の
で
日
持

ち
も
し
ま
す
し
」
と
郷
土
料
理

を
通
し
て
多
く
の
出
会
い
が
あ

る
こ
と
も
喜
び
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
石
川
さ
ん
は
、
お
祭
り

だ
け
に
限
ら
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
小

学
校
な
ど
に
実
演
に
出
向
き
、
宇

川
ず
し
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
お
い
し
さ
が
詰
ま

っ
た
宇
川
ず
し
を
、
娘
や
孫
の

代
ま
で
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

願
う
石
川
さ
ん
は
、
2
人
の
娘

さ
ん
が
嫁
ぐ
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
木
箱
を
持
た
せ
た
と
の
こ
と
。

食
文
化
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
今
日
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
石
川
さ
ん

は
宇
川
ず
し
を
作
り
続
け
ま
す
。 n

�部活動発表で寸劇を熱演

　

３
月
５
日
、
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
健
康
推
進
員
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
推
進
員
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
健
康
教
室
や
啓
発
活
動
な
ど

様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
健
康
推
進
員
の
交
流
を
通
じ
、
新
た
な
活
動

へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
専
門
部
の
活
動
発
表
、
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
団
法
人
日
本
食
生
活
協
会
松ま

つ
た
に谷
満み

つ

子こ

会
長
を
招

い
て
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
今
後
の

活
動
へ
の
手
ご
た
え
を
つ
か
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　春の火災予防運動期間中の３月３日、JR貴生川駅
で街頭啓発が行われました。
　昨年発足した女性消防隊員も参加、甲賀市におい
ても平成23年６月から義務づけられる既存住宅での
火災警報器の早期設置をPRしました。改札口の前に
警報器の見本パネルなどを展示し、駅の利用者に啓
発品を配布しながら防火対策を呼び掛けました。

n
防
火
対
策
を
呼
び
掛
け
る
女
性
消
防
隊
員

火災警報器設置を呼び掛け
〜春の火災予防運動〜

健
康
な
地
域
づ
く
り
の

向
上
を
め
ざ
し
て

〜
健
康
推
進
員
の
つ
ど
い
〜

n

料理教室で実演する石川さん（左）

n

春
ら
し
い
彩
り
が
美
し
い
宇
川
ず
し

広報あいこうか 2008.4.111



江
第29回

閻魔様あての
借用証文

歴
史
文
化
財
課
　

市
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
甲
南
庁
舎
３
階
）

☎
8
6
│
8
0
7
5 

℻
8
6
│
8
2
1
6

購
入
・
問
い
合
わ
せ

n

〝
閻
魔
様
〞あ
て
の
借
用
証
文

戸
時
代
、
広
く
金
銀
等
の
貸
借

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
古

文
書
調
査
の
際
に
借
用
証
文
が

多
数
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。

普
通
は
人
間
か
ら
借
り
ま
す
が
、
中
に

は
〝
閻え

ん

魔ま

様
〞
か
ら
借
り
る
と
い
う
面
白

い
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

「
預
り
地
水
火
風
空
之
事
」
と
題
さ
れ

た
閻
魔
様
へ
の
証
文
、
借
用
証
文
の
形

式
に
沿
っ
て
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

「
五ご

輪り
ん

五ご

體た
い（

心
と
体
）
を
預
か
る
が
、

老
少
の
別
に
関
わ
ら
ず
返
済
す
る
。
利
足

と
し
て
発
生
す
る
煩ぼ

ん

悩の
う

は
念
仏
を
唱
え
て

毎
年
返
済
し
、
質し

ち

物も
つ

と
し
て
浄
土
往

生
を
願
う
心
を
差

し
入
れ
る
。
臨
終

の
際
、
現
世
に
執

心
す
る
よ
う
な
ら

悪
鬼
に
支
配
さ
れ

た
と
し
て
も
恨
ま

な
い
」。
こ
の
証

文
の
差
出
は
「
娑し

ゃ

婆ば

町
煩
悩
東
へ

入
」
と
「
後
生
道
浄
土
西
へ
入
極
楽
町
」

の
２
名
、
日
付
は
「
未
来
不
定
」（
い
つ

に
な
る
か
分
か
ら
な
い
）
と
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す

が
、
人
の
世
を
茶
化
す
た
め
だ
け
に
書
か

れ
た
と
い
う
よ
り
、
仏
教
の
教
え
に
つ
い

て
か
な
り
正
確
な
知
識
を
持
つ
人
の
手
に

な
る
も
の
の
よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
人

生
を
人
と
閻
魔
様
と
の
貸
借
関
係
に
見
立

て
、
人
々
の
興
味
を
引
く
よ
う
に
工
夫
さ

れ
た
、
民
衆
教
化
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
江
戸
時

代
と
は
、
借
用
証
文
の
形
式
に
、
当
時
共

有
さ
れ
て
い
た
仏
教
思
想
を
掛
け
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
人
々
の
笑
い
を
誘
い
つ
つ
し

っ
か
り
教
え
を
伝
え
ら
れ
た
社
会
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
庶
民
の
常
識
や
心
を
知

る
上
で
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
借
用
証
文
は
普
通
「
為ご

し

後ょ
う

証の
た
め」（
後
の
証
拠
と
す
る
た
め
）
と
い
う

言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
す
が
、
閻
魔
様
あ

て
の
証
文
で
は
「
為
後
生
」（
来
世
の
た

め
）
と
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
の
住
所
表
記
と
合
わ
せ
、
最
後
ま
で
江

戸
時
代
の
人
に
よ
る
し
ゃ
れ
た
表
現
に
お

か
し
み
を
感
じ
ま
す
。

◎
市
史
第
一
巻
「
古
代
の
甲
賀
」

　
　
　
　
　
　
　

た
だ
い
ま
発
売
中

問い合わせ  人権推進課　☎65-0693  ℻63-4582

　ウィミックという小さな木彫りのこびとたちがい
ました。毎日こびとたちは朝から晩までシールの貼
りあいっこに夢中。きれいな者、才能のある者には
金ぴかのシール、見栄えが悪くてぶきっちょな者に
は灰色のダメシール。パンチネロは、なんのとりえ
もないこびとでした。やることなすことへまばかり
で体中にダメシールを貼られて、すっかり自信をな
くしてしまいます。「どうせぼくはだめなウィミック
さ。」
　そんなある日、不思議な少女ルシアに出会います。
ルシアにはどんなシールもくっつきません。「ぼくも
あんなふうになれたらいいなあ。」　
　レッテルに踊らされレッテルに傷つけられる生活をし
ているのはウィミックたちだけではなく、わたしたちの
社会もまさにそのものかもしれません。そのままの自分
こそ尊いのに、まわりの人から、社会から、勝手に貼ら
れたレッテルに傷つけられることは、個人の不幸だけで
はなく、みんなが生きにくい世の中にすることでしょう。

そんなことの片棒を担ぐのは、もうやめにしましょう。
　男である、女である、○○人である、□□出身である、
障がいがある、ない、やせている、太っている、どんな
顔をしている等は、すべてその人の個性をつくるもので
す。その人を他にはいないたったひとりの人間として力
をもたせるものです。私たちは、ただもう自分が自分で
あるというだけで、十分にたいした人間なのです。

　シールの貼り合いなんて、「あんなの変だよ。」パ
ンチネロは、ルシアが教えてくれた彫刻家エリに会
いに行きます。エリは、ウィミックたちを創った人
でした。
　さてエリは、パンチネロをきれいなこびとに作り
替えてくれたでしょうか？いいえ、そんなことはし
ません。シールに振り回されない生き方のヒントを
くれるのです。
　「おまえは大切なんだ、それから　わたしは失敗し
ないよ」と。

 　　（参考：絵本「たいせつなきみ」　　　  
Ｍ・ルケード作  いのちのことば社）

レッテルにレッテルに 傷つけられ
ない

　　　　社会
に
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甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します 土山町徳原

～前野付近の野洲川

●第6回●

パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

　市民の皆さんには、見慣れた“野洲川”の風景ですが、
多くの地域で見られなくなった豊かな自然のある川で
す。今回は、土山町の徳原～前野付近の野洲川を紹介
します。
　土山町徳原の鹿深大橋から野洲川を眺めると、川や
川岸に、10～30cmサイズの丸い“石コロ”が多いこ
とに気づきます。この石コロは、増水時に水の力で動
きやすいため、石の間に砂や泥が溜まらず、川岸に生
える草も無い石コロの世界が形成されたのです。一見
すると寂しい風景ですが、これこそが、付近の野洲川
の本来の生態系です。

　川の中には、石コロの隙間に潜り込んで生活する希少
な魚、アジメドジョウやアカザが多く、川原には石にそ
っくりの色のカワラバッタが見られます。前野の瀧

た

樹
ぎ

神社
の裏手には、野洲川に降りる階段があり、野洲川の自然
や生き物を観察しやすい場所です。
　また、瀧樹神社の森は、古くから自然が守られており、
早春に咲く見事なユキワリイチゲの群落（滋賀県指定希
少野生動植物種として条例で採取が禁止される）が、市
内で唯一見られます。さまざまな形のカタツムリが何種
類もすむ森です。

７日㈪、14日㈪、21日㈪
28日㈪、 30日㈬

4月の
休園日

n

コウヤミズキ（谷悦男氏撮影）

n

キンコウカ

〔写真右上〕丸石の多い野洲川（岩室橋から上流の風景）
〔写真左上〕ユキワリイチゲ　〔写真下〕アジメドジョウ

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄

今
回
は
あ
い
の
土
山
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山

内

俳

句

教

室

も

つ

く

会

次
回
は
６
月
１
日
号
、水
口
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。

・
嬰
に
還
る
年
ぞ
紅
さ
す
小
豆
粥	

き
く
じ

・
浮
世
絵
を
背
に
藪
椿
活
け
ら
れ
し	

好
子

・
蝋
梅
の
香
に
誘
わ
れ
て
庭
に
た
つ	

久
枝

・
豆
撒
き
の
声
張
り
上
げ
し
双
児
か
な	

み
ち
ゑ

・
春
め
く
や
開
き
し
ま
ま
の
小
抽
斗	

道
夫

・
客
去
り
し
後
の
淋
し
さ
蜜
柑
む
く	

奥
村　

露
子

・
一
輪
を
ひ
ら
く
気
位
寒
椿	

松
山
多
津
子

・
石
佛
顔
み
な
ゆ
が
み
寒
の
月	

田
村　

勝
子

・
春
風
や
一
の
鳥
居
は
駅
の
前	

福
永　

昭
子

・
雪
降
る
や
時
の
止
ま
り
し
窓
の
外	

福
井　

真
理

・
追
伸
の
手
書
き
嬉
し
き
年
賀
状	

藤
田　

恭
子

・
早
春
や
光
の
波
へ
胸
は
だ
け	

大
西
多
喜
男

・
墨
は
じ
く
金
地
め
で
た
し
筆
初
め	

前
川　

掬
慈
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こうか
まちかど特派員

岡
お か

田
だ

　裕
ゆ う

子
こ

地域で子育てサポート・信楽発

神山子育てひろば

　

信
楽
に“
神
山
”と
書
い
て「
こ
う
や
ま
」と
読
む
、風
光
明

媚
な
、人
々
の
絆
の
強
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、平

成
18
年
４
月
か
ら
地
区
の
公
民
館
を
使
っ
て
、「
神
山
子
育

て
ひ
ろ
ば
」が
開
か
れ
て
い
ま
す
。神
山
区
の
福
祉
推
進
員

が
中
心
と
な
り
主
催
す
る
こ
の“
ひ
ろ
ば
”に
は
、木
の
お
も

ち
ゃ
遊
び
、ふ
れ
あ
い
遊
び
、歌
遊
び
、紙
芝
居
な
ど
、月
１

回
親
子
で
楽
し
め
る
企
画
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

思
い
思
い
に
楽
し
む

料
理
教
室

　

２
月
27
日
は
、
信
楽
の
“
自

然
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ち
ゅ
ら

る
・
ま
ま
”
と
協
力
し
た
、
料

理
教
室
で
し
た
。
雪
の
降
る
寒

い
朝
で
し
た
が
、
７
組
の
親
子

が
受
け
付
け
を
済
ま
せ
、
広
〜

い
畳
の
部
屋
で
お
も
ち
ゃ
で
遊

ん
だ
り
、
お
母
さ
ん
同
士
話
を

し
た
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

な
か
始
ま
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

ボ
チ
ボ
チ
始
め
ま
し
ょ
う
か
、

と
本
日
の
内
容
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
椎
茸
ご

は
ん
・
さ
つ
ま
芋
入
り
味
噌
煮
込

み
汁
・
高
野
豆
腐
の
ト
ン
カ
ツ

風
・
く
る
ま
麩
の
か
ら
揚
げ
風
、

参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
作
り
ま
し
た
。
料
理
の

し
た
い
子
は
、「
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
」

の
空
ケ
ー
ス
に
ご
飯
を
入
れ
て

振
り
ボ
ー
ル
状
に
し
、
青
海
苔
・

ゴ
マ
・
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
て
、

見
た
目
も
楽
し
い
、
か
わ
い
い

お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

　

遊
び
た
い
子
は
遊
ん
で
過
ご

し
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
調
理
室

と
和
室
を
行
っ
た
り
来
た
り
し

な
が
ら
子
ど
も
の
状
態
に
合
わ

せ
、
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
最

後
に
皆
で
作
っ
た
料
理
を
囲
ん

で
、
話
も
弾
み
ま
し
た
。

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

安
心
の
子
育
て
を

地
域
か
ら

　

参
加
さ
れ
た
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
は
「
近
く
に
公
園
が
な

く
、
近
所
の
子
育
て
中
の
親
子

と
知
り
合
う
き
っ
か
け
が
少
な

い
の
で
、
こ
う
い
う
機
会
が
あ

る
の
は
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
福
祉
推
進
員
を
し
て

い
る
地
域
の
子
育
て
の
先
輩
と

出
会
い
、
地
域
の
子
育
て
家
庭

同
士
が
出
会
い
、
つ
な
が
り
を

深
め
て
い
け
る
と
、
親
も
子
も

地
域
で
安
心
し
て
育
っ
て
い
け

る
と
感
じ
ま
す
。

　

区
の
福
祉
推
進
員
だ
け
で
な

く
、
自
治
区
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
市
社
協
・
地
域
福
祉

活
動
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
協
力
支
援
し
補
っ

て
い
る
こ
と
が
、
続
い
て
い
る

秘
訣
の
よ
う
で
す
。
お
互
い
に

連
携
し
合
っ
て
支
援
す
る
こ
と

が
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

生
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

n �

子どもにも簡単な「ガチャガチャ」のケースを使って
のおにぎり作り

n �

子どもの見守りには地域の方の
協力が不可欠

n

で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
囲
ん
で
話
も
弾
み
ま
す
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市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 4月1日（火）〜15日（火）

（土・日を除く9：00〜17：00）
使用開始日／ 5月1日（木）
■JR甲南駅前自動車駐車場

２区画　（うち1区画は身障者枠の
ため要事前問い合わせ）

問…生活環境課 生活交通担当
265-0686　563-4582

■JR油日駅前駐車場
3,000円／月

問…油日駅を守る会  288-5879
■JR甲南駅前駐輪場

自転車　1,500円/月、
原付　1,800円/月

問…甲南駅前駐輪場  286-0590
受付時間／ 6：15 ～ 9：15、13：00 ～

　14：00、18：30 ～ 20：30

第１期ちびっこ水泳教室
生募集
〜信楽中学校室内温水プール〜

開 催 期 間 ／ 4月22日（ 火 ）〜6月28日
（土）各クラス10回

対　象／保育園年中児〜小学校６年生
受講料／ 10,000円（保険別途500円）

募集期間／ 4月7日（月）〜14日（月）
　（土・日は除く）

　教室の開催日、定員、申込方法等、
詳しくは下記まで。

問・申…
　信楽中央公民館内　信楽プール

282-8075　582-2463
姉妹県州締結40周年記念事業
ミシガン州友好親善使節団
参加者募集

派遣期間／ 8月19日（火）〜27日（水）
（うちホームステイ５泊）

対　象／高校生を除く18歳以上の方
定　員／県全域で45名（多数の場合抽

選）
費　用／ 25万円程度
申込締切／ 5月2日（金）までに電話で。

問・申…甲賀市国際交流協会
2/563-8728
市民活動推進課
265-0604　563-4554

“春”きてみてこうか
写真コンクール作品募集

実 施 期 間 ／（写真撮影期間）：4月1日
（火）〜6月30日（月）

応募資格／どなたでも応募可
応募作品／甲賀町の良さを再発見できる

作品（A4サイズ以内）
応募点数／ 1人3点まで（受賞は1人1点）
作品提出期間／ 7月1日（火）〜11日（金）
提出方法／郵送または直接持参

問・申…甲賀町観光協会事務局（甲
賀支所地域窓口課）
〒520-3492甲賀町相模173番地1
288-4102　588-3104

陶業後継者育成修学資金
の貸与・修学生募集

募集人員／若干名
修学機関／デザインまたは窯業に関す

る技術、技能などを養成する
機関

貸与期間／ 2年以内
貸与額／月額10万円を限度（無利子）
貸与条件／修学終了後引き続き５年以

上陶業関連事業所に就業しよ
うとする方で高卒または同等
の学力を有する方

募集期間／ 4月18日（金）
　資金返還や申請手続等、詳しくは下
記まで。

問・申…商工観光課　特区推進室
265-0707　563-4087

第17回鈴鹿馬子唄全国
大会出場者募集

大会開催日／ 6月15日(日)
場　所／あいの土山文化ホール
出場資格／プロ・アマ問わずどなたで

も参加可。（ただし、過去に優
勝された方は出場不可）

申込期限／ 5月9日（金）
参加料／一般の部  2,500円（先着200名）

少年・少女の部  無料（中学生
以下、先着40名）

問・申…あいの土山文化ホール
266-1602　566-1603

サントピア春の教室
受講生募集

教室名
■英会話②／ 4月14日〜7月7日

（毎月曜日・12回　1,500円）
■料理／ 4月16日〜7月2日

（毎水曜日・12回　7,200円）
■英会話①／ 4月16日〜7月2日

（毎水曜日・12回　1,500円）
■筆ペン／ 4月17日〜7月17日

（木曜日・７回　2,000円）
■エアロビクス／ 4月17日〜7月10日

（毎木曜日・12回　1,000円）
■フラワーアレンジメント／ 4月25日〜

7月4日（金曜日・6回 15,000円）
対　象／ 4月1日現在で15歳以上35歳

以下の方（高校生は除く）
申込期間／ 3月24日（月）〜4月8日（火）

9：00〜21：00（土日除く）
申込場所／サントピア水口　勤労青少

年ホーム窓口（電話、代理申
込不可）

　申し込みに必要なもの等、詳しくは
下記まで。

問・申…勤労青少年ホーム
263-2952　563-6788

滋賀県障害者スポーツ
大会参加者募集

陸上競技大会
開催日／ 5月18日（日）
場　所／県立彦根総合運動場
対　象／ 13歳以上身体・知的障がい者
申込締切／ 4月9日（水）
参加費／無料
申込受付／各支所、市民窓口センター

問…社会福祉課　障害者支援担当
265-0702　563-4085

夜空旅人（天体観望会）
4月12日「おおぐま座」と「こぐま座」

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30〜21：30
受　付／お電話で下記まで。
問・申…かふか生涯学習館

288-4100　588-5055

「情報のまど」に掲載している内容の詳細については、
各担当へお問い合わせください。



16広報あいこうか2008.4.1

市民ギャラリ−
『丘の上の子ども展』

期　間／ 4月1日（火）〜30日（水）
平日の８：30〜17：15

場　所／土山支所1階ロビー
内　容／淡海学園児童の陶芸作品・美

術作品・書作品展

問…土山支所
266-1101　566-1564

みなくち子どもの森を歩こう
「春のいろいろな花」

日　時／ 4月6日（日）　14：00〜
1時間程度

集合場所／みなくち子どもの森自然館前
内　容／子どもの森園内の自然を職員が

案内
※事前申込不要

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

弁護士による無料法律相談
■甲南町商工会
日　時／ 4月10日（木）13：00〜16：00
場　所／甲南町商工会館2階
※要事前予約

問・申…甲南町商工会
286-2016　586-5818

社会保険労務士による
労働（賃金・解雇）相談

日　時／ 4月9日（水）14：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階

（水口税務署北隣）
受　付／電話で予約受付
※予約なしでも可、ただし予約優先

問…商工観光課
　　265-0710　563-4087

甲南中央運動公園トレーニングハウス
初回使用者講習会

受講料／ 500円（要事前申込）
日　時／ 4月15日（火）19：00〜21：00
　　　　     19日（土）9：30〜11：30

問…甲南B&G海洋センター
286-6971　586-6984

春の全国交通安全運動の重点
・子どもと高齢者の交通事故防止　・自転車の安全利用の推進　・飲酒運転の根絶

・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

甲賀県事務所の
代表電話を廃止

　滋賀県南部振興局甲賀県事務所の代
表電話番号（62-1601）は、平成20年
3月31日をもって廃止しました。今後
は、各部課への直通電話番号をご利用
願います。
　なお、問い合わせ先がわからない場
合は、総務出納課 におかけください。

問…県南部振興局甲賀県事務所
　　総務出納課

263-6102　563-6141

みなくち子どもの森
しぜん学習会
「春の草花を見つけよう」

日　時／ 4月20日（日）9：00〜12：00
希望者は午後に植物の詳しい
観察あり（小学生以上：15：00
まで）

場　所／みなくち子どもの森
対　象／子ども〜大人
定　 員 ／先着30名（小学生未満は保護

者同伴）
申込方法等、詳しくは下記まで。
問・申…みなくち子どもの森自然館

263-6712　563-0466

水口春の例祭
■阿迦の宮例祭
日　時／ 4月17日（木）10：00〜

護摩供養受付（雨天決行）
場　所／古城山山頂　阿迦の宮神社
内　容／式典・護摩供養
■水口曳山祭
日　時／ 4月19日（土）　宵宮祭

　19：00ごろ〜　お茶席
4月20日（日）　例大祭
　10：00ごろ〜　曳山巡行
　14：00ごろ〜　御輿渡行

場　所／水口神社

問…水口町観光協会（商工観光課）
265-0708　563-4087

信楽高原鐵道春の催し
畑の都しだれ桜巡りウォーク

定　員／先着各100名
集合解散場所／信楽高原鐵道信楽駅
■健脚コース（24ｋｍ）
日　時／ 4月12日（土）　8：40集合
参加費／ 1,000円
■一般コース（12ｋｍ）
日　時／ 4月15日（火）　9：45集合
参加費／ 1,500円

そば打ち体験と窯元散策ウォーク

日　時／ 5月17日（土） 、6月14日（土）
参加費／ 1,500円
定　員／先着各40名
申込締切／各開催日の１週間前まで

（定員になり次第締切）
申込方法／電話かファックスで下記まで
問・申…信楽高原鐵道（株）

282-4366　582-3323

水口スポーツの森へ行こう
●4月の催し
甲賀市民スタジアム

多目的グラウンド

※時間は変更される場合があるため掲載していません。

日 曜日 大　会　名

5 土 全日本少年軟式野球連盟甲賀支部予選

6 日 甲賀シニア野球リーグ戦

12 土 全日本少年軟式野球連盟甲賀支部予選

日 曜日 大　会　名

19 土 関西サッカーリーグ（社会人サッカー）

13 日 平成20年度　国体予選（野球）

19 土 全日本少年軟式野球連盟甲賀支部予選

20 日 全日本少年軟式野球連盟甲賀支部予選

29 火 中部日本軟式野球甲賀支部予選

20 日 プリンスリーグ関西滋賀（高校サッカー）

26 土 県民体育大会予選（グラウンドゴルフ）

恩給欠格者、戦後強制抑
留者、引揚者の皆さんへ
〜「特別慰労品」を贈呈〜

　いわゆる恩給欠格者、戦後強制抑留
者、引揚者の「ご本人」に、内閣総理
大臣名の「特別慰労品」を贈呈していま
す。過去に、内閣総理大臣名の書状等
を受けた方、書状を受ける資格があっ
たにもかかわらず請求されていない方
も対象です。
　請求書は、社会福祉課にあります。
資格要件などは下記まで。

問…独立行政法人平和記念事業特別基金
20120-234-933

　　 （月〜金、９：15〜17：15）
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春の全国交通安全運動
４月６日（日）〜１５日（火）

月日・曜 場　所 時　間

4/23
水

唐戸川集会所 9:30 ～ 9:40
里山かむら交流館 9:55 ～ 10:25
櫟野公民館 10:35 ～ 10:50
油日会館 11:00 ～ 11:30
五反田公民館 11:40 ～ 11:55
草の根ハウス高嶺会館 13:30 ～ 13:45
和田公民館 13:55 ～ 14:10
JA 油日支所 14:20 ～ 14:50
毛枚公民館 15:00 ～ 15:10
草の根ハウス滝会館 15:20 ～ 15:50

4/24
木

甲賀木彩館（岩室） 9:30 ～ 9:45
小佐治公民館 10:00 ～ 10:30
神保公民館 10:40 ～ 10:55
隠岐公民館 11:05 ～ 11:20
高野公民館 11:35 ～ 11:50
大久保公民館 13:00 ～ 13:30
甲賀地域総合センター 13:40 ～ 14:10

●甲賀町

月日・曜 場　所 時　間

4/21
月

多羅尾公民館 9:10～ 9:40
小川会館 10:00～ 10:30
小川出公民館 10:40～ 11:00
西集会所 11:20～ 11:40
杉山公民館 13:10～ 13:30
しがらきニュータウン区民会館 13:40～ 14:00
中野公民館 14:10～ 14:30
柞原会館 14:40～ 15:00

4/22
火

宮尻生活改善センター 9:10～ 9:30
下朝宮老人憩の家 9:50～ 10:10
朝宮緑地センター 10:20～ 10:40
畑公民館 11:00～ 11:10
田代バス停 11:30～ 11:40
神山福祉会館 13:20～ 14:00
江田福祉会館 14:10～ 14:50

4/25
金

宮町多目的集会施設 9:00～ 9:20
黄瀬交流館 9:30～ 9:50
雲井活性化センター 10:00～ 10:30
勅旨会館 10:40～ 11:10
草の根ハウス丸岡会館 11:30～ 11:50
二本丸会館 13:10～ 13:40
栗林会館 13:50～ 14:20
開発センター横駐車場 14:30～ 15:20

●信楽町
月日・曜 場　所 時　間

5/21
水

多羅尾公民館 9:10～ 9:30
小川会館 9:50～ 10:00
小川出公民館 10:10～ 10:20
神山福祉会館 10:30～ 10:50
江田福祉会館 11:00～ 11:20
西集会所 11:40～ 11:50
杉山公民館 13:10～ 13:20
しがらきニュータウン区民会館 13:30～ 13:40
中野公民館 13:50～ 14:00
柞原会館 14:10～ 14:20
開発センター横駐車場 14:40～ 15:10

5/22
木

宮町多目的集会施設 9:10～ 9:20
黄瀬交流館 9:30～ 9:40
雲井活性化センター 9:50～ 10:00
勅旨会館 10:10～ 10:20
草の根ハウス丸岡会館 10:30～ 10:40
田代バス停 11:10～ 11:20
畑公民館 11:40～ 11:50
宮尻生活改善センター 13:20～ 13:30
下朝宮老人憩の家 13:50～ 14:10
朝宮緑地センター 14:20～ 14:40

甲賀市では、（社）滋賀県獣医師会に狂犬病予防注射済票の
交付及び犬の鑑札の交付を委託しています。

湖南市・甲賀市区域
甲賀ペットクリニック
かたおか動物病院
甲南動物病院
鹿深獣医科病院
安井動物病院
甲賀すずき動物病院
みなくち城南動物病院
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磯

予防注射実施獣医師

5/28
水

里山かむら交流館 9:30 ～ 9:45
大久保公民館 10:00 ～ 10:15
老人福祉センター佐山荘 10:30 ～ 10:40
JA 油日支所 10:55 ～ 11:15
甲賀地域総合センター 11:25 ～ 11:40

生活環境課 環境政策担当　☎65-0691　FAX63-4582
各支所地域窓口課■土山支所☎66-1101　FAX66-1564

■甲賀支所☎88-4102　FAX88-3104
■甲南支所☎86-4161　FAX86-8029
■信楽支所☎82-1121　FAX82-3415

問い合わせ
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●土山町
月日・曜 場　所 時　間

4/16

水

鮎河公民館 9:00～ 9:10
黒滝公民館 9:25～ 9:35
山内公民館 9:45～ 10:00
猪鼻浄福寺 10:10～ 10:20
土山公民館 10:35～ 11:00
開発センター 11:10～ 11:40
清和会館 11:50～ 12:00
ＪＡ土山支所 13:10～ 13:40
市場公民館 13:50～ 14:05
今宿公民館 14:20～ 14:35
大野公民館 14:45～ 15:05

4/18

金

大河原集会センター 9:30～ 9:40
笹路公民館 10:00～ 10:10
山女原公民館 10:20～ 10:35
山中公民館 10:50～ 11:05
あずま会館 11:15～ 11:40
北芝集会所 13:00～ 13:30
東瀬音集会所 13:45～ 14:00
頓宮公民館 14:10～ 14:30
前野公民館 14:40～ 15:00
片山公民館 15:10～ 15:25
梅田会館 15:35～ 15:40

5/15

木

大野公民館 9:00～ 9:20
開発センター 9:40～ 10:10
山内公民館 10:30～ 10:50
鮎河公民館 11:05～ 11:25

●水口町
月日・曜 場　所 時　間

4/9
水

虫生野会館 9:10～ 9:50
三本柳公民館 10:10～ 10:25
三大寺公民館 10:45～ 11:20
山上公民館 13:05～ 13:20
牛飼公民館 13:40～ 14:10
北内貴山尾館 14:30～ 15:00
宇川会館 15:20～ 15:45

4/10
木

名坂公民館 9:20～ 9:45
東部コミュニティセンター 10:05～ 11:00
春日公民館 13:10～ 13:40
広野台東区集会所 14:00～ 14:25
広野台西区集会所 14:40～ 15:00

月日・曜 場　所 時　間

4/15
火

柏木公民館 9:20～ 9:50
中央公民館（裏）駐車場（雨天時は正面玄関） 10:10～ 11:00
北部コミュニティセンター 13:05～ 13:30
今郷公民館 13:45～ 14:00
嶬峨草の根集会所 14:10～ 14:30
和野草の根集会所 14:40～ 15:00

4/17
木

泉消防団車庫 9:20～ 9:40
宇田公民館 9:55～ 10:15
市役所水口庁舎駐車場（奥） 10:30～ 11:00
松尾団地集会所 13:05～ 13:20
第４水口台集会所 13:40～ 14:20
第３水口台集会所 14:40～ 15:10

5/14
水

市役所水口庁舎駐車場（奥） 9:20～ 10:20
貴生川公民館 10:40～ 11:00
岩上公民館 13:05～ 13:40
山集会所 14:05～ 14:30
伴谷公民館 14:45～ 15:10

月日・曜 場　所 時　間

4/15
火

寺庄公民館 9:10～ 9:30
池田コミュニティセンタ－ 9:40～ 10:00
ＪＡ宮支所倉庫跡 10:10～ 10:25
柑子公民館 10:35～ 10:50
ニュ－ポリスＡゲ－トボ－ル場前 11:10～ 11:30
ニュ－ポリスＢ公民館 13:15～ 13:35
耕心区公民館 13:45～ 14:05
かえで会館 14:15～ 14:30
市役所甲南庁舎 14:40～ 15:00

4/16
水

希望ケ丘（本町）自治会館 9:10～ 10:10
甲賀市希望ヶ丘防災
コミュニティセンター駐車場 10:20～ 11:20

市原倉庫 11:35～ 11:45
杉谷公民館 13:10～ 13:30
市之瀬公民館 13:40～ 13:50
新田公民館 14:00～ 14:10
下磯尾公民館 14:20～ 14:35
竜法師公民館 14:45～ 15:05
市役所甲南庁舎 15:15～ 15:30

5/21
水

寺庄公民館 9:10～ 9:30
池田コミュニティセンタ－ 9:40～ 10:00
竜法師公民館 10:10～ 10:30
杉谷公民館 10:40～ 11:00
耕心区公民館 11:15～ 11:35
希望ケ丘（本町）自治会館 13:15～ 13:45

甲賀市希望ケ丘防災
コミュニティセンター駐車場 13:55～ 14:25

市役所甲南庁舎 14:35～ 15:00

●甲南町

●狂 犬 病 予 防 注 射 の お 知 ら せ ●
●犬の登録カード（愛犬カード）
●「狂犬病予防注射のお知らせ」ハガキ
●予防注射手数料（3,200円）
※新規登録をされる場合は、登録料3,000円が別途必要です。

持 

ち 
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こうか

このコーナーでは市内の幼稚園、
小中学校の児童・生徒が描いた
絵を順次紹介していきます。
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杉本　大気さん

「孤独」

すぎもと　　たい き

信楽中学校　３年

村井　勇太さん

「手のデッサン」

むら い　　 ゆう た
甲賀中学校　２年

「シャーロットのおくりもの」
くにひろ　　みお

希望ヶ丘小学校　５年　國廣　澪さん

「自画像『夢に向かうために』」
甲南中学校　３年　服部　友香さん

はっとり　　とも か




